
●令和8年2月 ダイオキシン類測定結果

明野 沼ノ端 環境基準 評価方法

0.023 0.017
　0.6 [pg-TEQ/㎥]を

　超えないこと。
　1年間の平均値が

　環境基準を超えないこと

※環境基準は年間(4月～翌年3月)で評価をします。
※環境基準とは、人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持されることが望ましい基準です。
※TEQ（毒性等量）とは、毒性強度と存在量を考慮して算出するダイオキシン類の濃度を表す単位です。

環境基準及び評価方法測定結果[pg-TEQ/㎥]

当月の測定結果は環境基準に適合していました。


